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野中廃寺

野
中
廃
寺
と
国
分
寺

　
野
中
廃
寺
は
近
年
の
調
査
成
果
か
ら
土
佐

国
分
寺
と
同
時
期
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
国
分
寺
と
い
え
ば
、
７
４
１
年
に

聖
武
天
皇
の
国
分
寺
建
立
の
詔
が
発
布
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
国
ご
と
に
建
立
さ
れ
た
こ
と

は
歴
史
の
教
科
書
で
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
全

国
で
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国
分
寺
、
国
分

尼
寺
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
国

分
寺
建
立
や
国
の
仏
教
政
策
に
つ
い
て
各
地
で

の
受
け
止
め
方
を
示
す
も
の
は
案
外
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
野
中
廃
寺
は
、
こ
の
国
分
寺
建
立
の
詔
を

地
方
豪
族
が
ど
う
受
け
止
め
た
か
を
知
る
手

掛
か
り
と
な
る
古
代
寺
院
と
し
て
重
要
な
遺
跡

で
す
。

野
中
廃
寺
の
立
地

　
野
中
廃
寺
の
あ
る
高
知
県
中
央
部
に
は
、

香
長
平
野
と
い
う
県
内
最
大
の
穀
倉
地
帯
が

広
が
っ
て
お
り
、
県
内
で
８
ヶ
所
し
か
見
つ
か
っ

て
い
な
い
古
代
寺
院
の
う
ち
、
野
中
廃
寺
を
は

じ
め
と
し
て
土
佐
国
分
寺
、
比
江
廃
寺
の
３
つ

の
寺
が
こ
の
地
区
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
野
中
廃
寺
は
現
在
の
市
中
心
部
で
Ｊ
Ｒ

線
路
を
挟
ん
で
南
北
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

分
寺
の
傾
き
と
近
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
金
堂
基
壇
の
規
模
は
、
通
常
の
氏

寺
（
地
域
の
有
力
者
が
建
て
た
寺
）
が
東
西

幅
15
ｍ
程
度
で
あ
る
の
に
対
し
、
野
中
廃
寺
で

は
25
ｍ
以
上
と
国
分
寺
に
匹
敵
す
る
規
模
で

す
。

　
古
代
寺
院
の
研
究
で
は
、
軒
瓦
の
文
様
か

ら
都
や
他
の
寺
と
の
関
係
性
や
創
建
時
期
を

読
み
解
き
ま
す
が
、
野
中
廃
寺
で
は
独
自
の
文

様
の
瓦
し
か
な
か
っ
た
た
め
、
は
っ
き
り
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
平
瓦
の
製
作
時
の
痕
跡

か
ら
他
の
寺
や
製
作
地
と
の
関

係
に
迫
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
古
代
の
平
瓦
は
通
常
、
凹

面
に
は
布
目
、
凸
面
に
は
叩
き

板
の
痕
跡
（
タ
タ
キ
）
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
凸
面
に
注
目
す

る
と
、
野
中
廃
寺
に
は
、
縄
を

巻
き
付
け
た
長
い
叩
き
板
で
全

体
を
叩
い
た
長
縄
タ
タ
キ
、
縄

を
巻
き
付
け
た
短
い
叩
き
板
で

ス
タ
ン
プ
状
に
叩
い
た
短
縄
タ

タ
キ
、
叩
き
板
に
格
子
文
様
が

刻
ま
れ
て
い
る
格
子
タ
タ
キ
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
中
で
、
格
子
タ
タ
キ
を

細
か
く
観
察
す
る
と
、
作
っ
た

場
所
や
瓦
を
作
る
職
人
に
ま
で

迫
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
野
中

廃
寺
の
格
子
タ
タ
キ
平
瓦
は
、

15
種
類
に
分
類
で
き
、
そ
の
う

ち
の
９
種
類
は
土
佐
国
分
寺
と

同
じ
叩
き
板
で
調
整
し
た
も
の

で
す
。
つ
ま
り
国
分
寺
と
同
じ

　
野
中
廃
寺
か
ら
真
北
に
約
２
㎞
の
位
置
に
は

土
佐
国
分
寺
が
位
置
し
て
お
り
、
正
確
に
南

北
の
位
置
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

野
中
廃
寺
の
調
査
成
果

　
野
中
廃
寺
は
西
に
金
堂
、
東
に
塔
、
南
に

中
門
、
北
に
講
堂
と
、
法
起
寺
式
と
い
う
伽

藍
配
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。
他
に
僧
侶
が
生
活

す
る
た
め
の
僧
房
２
棟
、
倉
庫
と
考
え
ら
れ
る

総
柱
建
物
１
棟
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

伽
藍
（
建
物
）
の
方
位
は
、
真
北
か
ら
約
７

度
東
に
傾
い
た
方
位
で
揃
っ
て
お
り
、
土
佐
国

時
期
に
創
建
し
、
同
じ
瓦
が
葺
か
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
の
１
種
類
は
若
宮
窯
跡
と
い
う
、

野
中
廃
寺
か
ら
約
３
㎞
南
西
の
現
在
の
高
知

市
介
良
に
位
置
す
る
瓦
窯
で
焼
か
れ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
瓦
は
表
面
は
黄
白
色
や

橙
色
で
す
が
、
割
れ
面
の
中
心
が
黒
色
で
、
あ

た
か
も
あ
ん
こ
サ
ン
ド
の
よ
う
な
特
徴
的
な
見

た
目
で
す
。
幅
約
８
㎝
の
板
に
１
辺
１
㎝
程
度

の
菱
形
を
横
に
３
〜
４
個
並
ぶ
よ
う
に
刻
ん
だ

板
で
叩
い
た
圧
痕
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ

生
産
地
で
同
じ
工
具
を
使
っ
て
い
る
状
況
か

ら
、
同
じ
瓦
職
人
が
作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
同
じ
瓦
が
土
佐
国
分
寺
や
比
江
廃
寺

に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
に
、
野
中
廃
寺
は
土
佐
国
分
寺
と

の
共
通
点
が
非
常
に
多
い
寺
院
で
す
。
共
通
点

を
ま
と
め
て
み
る
と
、

１
．
正
確
に
南
北
の
位
置
関
係
に
あ
る

２
．
伽
藍
の
傾
き（
建
物
の
向
き
）が
似
て
い
る

３
．
金
堂
基
壇
の
規
模
が
大
き
い

４
．
同
じ
窯
で
生
産
さ
れ
た
瓦
を
使
用

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
共
通
点
は
、
地
域
の
有
力
者
が

国
分
寺
に
近
し
い
氏
寺
を
建
立
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
分
寺
造
営
に
協
力
的
で
、
当
時
国

が
勧
め
て
い
た
仏
教
政
策
を
好
意
的
に
受
け
止

め
て
い
た
こ
と
の
証
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、『
続

日
本
紀
』
の
７
６
７
年
の
記
事
に
、
安

芸
郡
の
有
力
者
が
稲
２
万
束
・
牛
60
頭

を
平
城
京
の
西
大
寺
に
献
上
し
た
と
い

う
記
録
が
あ
り
、
国
分
寺
造
営
の
頃
に
、

土
佐
の
有
力
者
が
仏
教
政
策
へ
高
い
関

心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
野
中
廃
寺
は
国
分
寺
造
営

が
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
仏
教

に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
当
時
の
熱
気
を

今
に
伝
え
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
野
中
廃
寺
の
史
跡
指
定
を
記
念
し
て
、

左
記
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

史
跡
指
定
を
担
当
し
た
文
化
庁
の
元
調

査
官
や
古
代
寺
院
研
究
の
第
一
人
者
に

よ
る
講
演
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

瓦を作った時の
道具の跡から
どこで作ったか
分かったんだね

■日時／10月3日㈯  13：00～16：30 
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　　　　１階  ホール 
　　　　（南国市大埇甲 2117） 
■講師／近江俊秀（奈良大学教授）
　　　　大橋泰夫（島根大学名誉教授） 
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野中廃寺指定記念シンポジウム
『野中廃寺の謎に迫る』 

長縄タタキ

軒丸瓦 軒平瓦

丸 瓦 平 瓦

短縄タタキ 格子タタキ

野中廃寺

割れ面

土佐国分寺 比江廃寺 若宮窯跡

■問い合わせ／生涯学習課文化財係　☎０８８-８０２-６０６２

２０２６年２月１７日に南国市元町にある野中廃寺跡が新たに国の史跡に指定されました。
高知県内では１３件目、南国市では４件目の史跡となりました。その野中廃寺の意義と謎
に迫ります。 

南国市で１８年ぶりの史跡新指定！

古代寺院の瓦の葺き方の例（下野薬師寺復元模型）

野中廃寺平瓦凸面のタタキの種類

野中廃寺の伽藍配置と土佐国分寺

野中廃寺と同じ叩き板の痕跡がある瓦
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